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アンソロポリウムの実践について 

はじめに
　アンソロポリウムとは、プラネタリムの中で天文現
象を投影して行われる人類学的な教育イベントで
ある（写真 1）。
　近年このような天文学と社会との関係を探る分
野は文化天文学（cultural astronomy）、あるい
は文化の中の天文学（astronomy in culture）と
いう用語が国際学会では定着しつつある。
　すなわち世界各地で、人類はその土地の自然や
生活に基づいて天文現象を解釈している、逆に天
文現象を観察することで、方位観や時間（暦）、ま
たコスモロジー、さらにコスモビジョンを形成してい
る。コスモビジョンとは宇宙の動きに社会の動態を
重ね合わせ、社会構造や権力の基盤を正当化する
ために形成されるものである。
　さてそのような学問的な背景は別項に譲り（後
藤 2014a；2014b；2022, 印刷中）、本稿ではアンソ
ロポリウムを実践するプログラムを作るプロセス、そ
のノウハウを記していく。

ラフドラフトの作成
　まず、いつ、どこで実施するかを決める必要があ
る。要するに「今、ここから」始め、一晩かかって
世界各地の星を見たり、あるいは過去にさかのぼっ
て天体を見たりして（＝日向市で実施した「プラネタ
リウムはタイムマシン」プログラム）、最後に「明日の
朝、ここに戻ってきました」で終わるようにしている。
しかしこれは私のこだわりであって、そうでなければ
できないというわけではない。たとえばスタートとなる
星空は 500 年前のハワイでも100 年後のアラスカで

も天文ソフト的には構わない。
　たとえばスタートの場所を南山のキャンパスと固定
し、何時にどの星について語るかという大雑把な流
れを決めるのである。まずその季節にその場所（緯
度）で夜見える星のシミュレーションをPC 用のソフト
で行う。季節によって時間は異なるが夕方、日が沈
む午後 5 時から6 時ごろに設定し、見える星を確認
する。そのあと「満天の星」が見える夜 8 時ごろ
まで星空を動かし、上り下りする星を確認する。恒
星なら季節さえきまれば予想はつくが、惑星や月に関
しては年によって異なるので天文ソフトでシミュレー
ションして確認する。
　さらに星空を固定して複数の星座へ言及する場
合もあるし、時間をたとえば 8 時から10 時まで動か
したあと言及する星座を決めることもある。小さなエ
アドーム内の場合、地平線近くの星座は見にくいの
で、時間を動かして昇ってきたときに言及するのが普
通である。このような作業を経て、まずラフシナリオを
作る（図 1）。

後藤明（人類学研究所・人文学部人類文化学科） 

写真 1　エアドーム式のプラネタリウム。手前の装置は
エアを送る送風機（2021 年 11 月喜界島にて）。
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スクリプトの作成
　次にこのラフ・ドラフトを専門家に渡して、投影の
ためのプログラム、正確にはスクリプトを書いてもらう。
そして専門家からはスクリプト（図 2）が戻ってくる。
スクリプトには投影に使う天体図やこちらから予め
お渡ししてある風景や遺跡の画像が添付で戻ってく
る。
　このスクリプトはプラネタリウム投影用に完了したフ
リーのソフトnightshade 用である。これは世界の
考古天文学者のスタンダードとなっているstellarium
をプラネタリウム投影用に改良したソフトである。スク
リプトは、ある程度常識で推測できる設定やコマンド
からなりたつ。ただしスクリプトのこの部分は星を動
かす部分だけであり、スクリプト冒頭には投影地点の
場所や投影で使う画像の宣言など、たくさんの情報
の設定が書かれている。
　そしてこのようなスクリプトと同時に星座運行表

（図 3）が来るので、星座運行表で見ながら、その
スクリプトをPC で実行しながら、微調整が始まる。
たとえば実際にやってみて、星座を説明する順序を
変えたり、ある星座を説明するためのタイミングを30

分とか 1 時間とか早めたり遅くしたりする、という微
調整である。
　星座線は西欧星座なら星座線と星座絵はデフォ
ルトで入っているが、アイヌとかポリネシアなどの星座
線・星座絵は入っていない。それを投影する場合、
こちらが文献からスキャンした星座線の画像をお渡
しして、星座に合わせるように調整してもらう。

図 1　2020 星空人類学 in Nanzan 用ラフ・ドラフト

図 2　2020 星空人類学 in Nanzan 用スクリプト
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　調整といっても簡単ではない。まず風景や遺跡の
画像は凹型のドーム内に、その地点（緯度と経度）
とその時間（それを投影する時間）によって、画像を
変換補正する必要がある。
　書籍にある星座の画像やこちらがお渡しした風
景画像は平面座標が基本である。それを曲面であ
る凹面のドーム内に単純に投影すると歪んでしまう。
星座絵は星座と合わなくなる。星座が東西地平線
に近いか、あるいは天頂に近いかなどによっても、曲
面座標に基づいた調整が必要である。そのため専
門家の Tさんからは、今舞台となっている場所（緯
度・経度）と何時に星座絵を投影するか早く決めて
ほしいという要望がくる。

解説シナリオの作成
　このような微調整が終わったら（実際はスクリプト
の制作と平行で何度も専門家とやりとりして進めるの
だが）、解説シナリオを作る（図 4）。南山でやる場
合は、解説者は進行表に併せて学生に、自分の言
葉でシナリオを作らせる。基本的な流れが維持され
ていれば、私は細かい指示はしない。また学生が
強調したい、あるいは好きな星座や神話をより詳細
に解説することも許容する。ただし全体の長さ（時
間）は限定しておく。その中で自由にアレンジしても

らう。
　さて、2021 年度の星空人類学はあらたな段階を
迎えた。新型コロナウィスルのために対面でのプラネ
タリムショーが不可能となった。そのため人類学フェ
スティバル全体がオンラインとなったために、星空の
解説も全面、映像化してオンラインで流すことになっ
た。しかしいくつか困難があった。

（1）自分の PC で nightshade を起動して、それ
をオンラインで流し、解説を口頭で行う。しかし
nightshade は通常のソフトと異なる点がある。それ
は PC のメモリーを占有してしまうソフトであるため、
起動している間はマウスが使えないので、解説をし
ながら星をマウスで指す（対面の場合のレーザーポ
インタに相当）ことができない。

（2）また ZOOM では nightshade の画面を共有で
きないことがわかった。

（3）そのため、一度、全体の動きを自分の PC で再
生し、それをPC 上の映像記録ソフトで記録し、映像
ファイル化する。私は bandicamというソフトを使っ
ているが、通常の再生映像の設定では記録できず、
bandicam の設定を「ゲーム」に合わせないといけ
ない。これは nightshade が PC のメモリーを占有
するソフトであることからくる必要性である。

図 3　2021 アンソロポリウム in 喜界島用進行表
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　それが完成すると、次に解説担当の学生は担当
部分で nightshadeをK（キュー用）キーで場面場
面を動かしながら、解説の声を乗せていく（録音）
作業を行った。解説を間違ったり、学生自身が自分
の語りに満足できないこともあるため、複数回、夜遅
い時間まで声乗せを行った。
　さてアナログであれデジタルであれ、エアドーム内
で対面で行うことしか考えていなかった。しかしコロ
ナの副産物であるが、2020 年、2021 年には新たな
可能な方式を試みた。それを列記する。

（1）従来の対面式：エアドームの中にプロジェクター
で星空を投影する。解説は生解説で、BGM は
iPod などに入れておき、場面場面で解説者あるい
は補助者がクリックして進めていく。三線などの生
演奏を入れるのも可能。2021 年 11 月は、喜界島
で実施。かつては南山大学の星空人類学、日向市
の「プラネタリウムはタイムマシン」、北海道標津町の

「北の大地の星空」などもこの型式で実施した。
（2）オンライン型：星空動画、BGM、解説もすべて
動画化しておき、ZOOM などを通してオンライン配
信する。ただし PC 上の平面画像になるため、臨
場感は薄れる。仰向けに寝て iPad などを掲げて、
下から見ると、すこし星空感が体験できるだろう。
nightshade ではマウスが表示できないので (a). 一
度映像化したもの（星空＋解説音声＋BGM）を
映像再生ソフトで再生しながら、マウスを動かした
り星座を囲んだりする映像をbandicam で再び映
像化する（完全映像化）、あるいは (b). 本番の日、
ZOOM で本番の映像を流すときに、私が解説映像
の上でマウスを動かす（映像＋マウスだけマニュア
ル）のどちらかの方式をとった。2021 年 1 月の人類
学フェスティバルは (a). 方式。2022 年 1 月の人類
学フェスティバルは (b). 方式をとった。

（3）ハイブリッド式：星空動画、BGM、解説もすべて
動画化しておき、ドーム内に投影する。ただしドーム
内の客入れ、また映像を流すまえの注意や細く解説
をするために担当者はドーム内に入る必要がある。
この方式は 2021 年 12 月、札幌ピリカコタンで実施。

図 4　2020 星空人類学シナリオ（抄）
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おわりに
　2021 年度、喜界島ではエアドームの中に実際に
映像を投影し、観客に直接お見せすることができた。
一方、2021 年度は OIST（沖縄科学技術大学院
大学）で沖縄の星を中心に沖縄出身の解説者で実
施予定であったが、オミクロン株の猛威があり、オン
ライン実施も考えたが、大学スタッフ自体が自宅ワー
クとなったために物理的に不可能となり、中止した。
2022 年度は何らかの形で実施したい。また昨年同
様喜界島、また北海道のアイヌ民族の多い村落で、
アイヌ語の解説などを交えたイベント実施の相談もあ
るので、実施することを目標のひとつとする。
　さらに 2021 年度はサイエンスコミュニケーションを
専攻ないし副専攻する日本各地の大学院生が喜界
島および札幌のイベントでは協力をしてくれた。今
年度はさらに最初のラフ・シナリオ作りから協力して
もらい、申請者が過去 10 年培ってきたノウハウを伝
授し、さらなる発展を目指したい。

＜付記＞アナログ式の時代とデジタル式の利点
　ドーム内で星を示すためには、アナログ式投影機
の場合は解説者がレーザーポインタで星座を示して
いた。しかしデジタル式投影の場合は、場面場面で
プログラムにそって星座がポイントされるので解説者
は解説に集中できる。またデジタル式だと星をズーム
できるので「宇宙旅行」が疑似体験できる。ズー
ムする場合、恒星をズームしても、ただ明るい点が大
きくなるだけで面白くない。一方、ズームして効果的
なのは「面的」すなわち、プレアデスのような星団、
あるいはアンドロメダのような星雲である。
　惑星もズームの効果がある。ただし水星、金星、
海王星や天王星はただ点が大きくなるだけなので、
ズームすると模様が見えるような惑星、つまり月、火
星、木星、さらに輪が見える土星を見せるのが効果
的だ。ただ、惑星は場所と時間を特定しても、その
年は見えない（昇らない）可能性もあるのであらか
じめ天文ソフトで確認しておく。
　アナログの時代は解説者が自分で投影機械のつ
まみで星空を動かすので、スクリプト制作という段階
は存在しない。そしてシナリオが完成したら、実際の

エアドーム内での実習となる。アナログ時代は解説
希望の学生と一泊二日で東京府中の五藤光学で実
習を行ったものである。ドーム内で実際に解説者が
一人ひとり、投影機のつまみを動かしながら解説の
練習をした。ドームの中は満天の星が見える。その
ためかえって解説すべき星座が見つからない場合も
ある。見つけるのが苦手な学生もいた。一度見つ
からないとパニックになる場合もあった（写真 2）。
　また星座絵はメガホン型の投影機を天井に向け
て投影するのだが、解説者は手一杯なので、もうひ
とりの解説者が補助をする。補助者は BGMも担
当した。最初はレコーダーに CDを入れて BGMを
流すという極めて素朴な方法でやっていたが、その
後学生の提案で iPod やスマホに音源を解説の順
に入れ、必要に応じてクリックすればいいということに
なった。しかし解説者と補助者と二人一組で解説を
行うのを基本とした。補助者は次の解説を担当する
学生にする。そうすると自分の番の予行演習になる
からだ。
　デジタル式になった今日、このアナログ時代の苦労
は今や伝説となったといえる。
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写真 2　五藤光学製のアナログ式投影機。内部から
光源で星を投影する。手前のつまみを回して場所（赤緯）
や時間（赤経）、あるいは明るさなどを調節する。




